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日
本
海
で
拿
捕
さ
れ
た
漁
船
の
解
放
に
向
け
た
政
府
の
取
組
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
一
月
二
十
七
日
、
日
本
海
で
鳥
取
県
の
カ
ニ
か
ご
漁
船
第
三
十
八
吉
丸
が
ロ
シ
ア
国
境
警
備
局
に
拿
捕
さ
れ
る
事
件

（
以
下
、
「
拿
捕
事
件
」
と
い
う
。
）
が
起
き
た
。
右
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

外
務
省
が
「
拿
捕
事
件
」
を
最
初
に
知
っ
た
の
は
い
つ
か
、
そ
の
日
、
時
、
分
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

中
曽
根
弘
文
外
務
大
臣
に
「
拿
捕
事
件
」
発
生
の
報
告
が
な
さ
れ
た
の
は
い
つ
か
。

三

二
の
報
告
後
、
中
曽
根
大
臣
よ
り
ど
の
様
な
指
示
が
下
さ
れ
た
か
。

四

今
回
「
拿
捕
事
件
」
が
発
生
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

五

「
拿
捕
事
件
」
発
生
後
、
外
務
省
と
し
て
ロ
シ
ア
側
に
ど
の
様
な
申
し
入
れ
を
し
て
い
る
の
か
、
詳
細
に
説
明
さ
れ
た

い
。

六

五
の
申
し
入
れ
に
対
し
、
ロ
シ
ア
側
は
ど
の
様
な
回
答
を
し
て
い
る
か
。

七

拿
捕
さ
れ
、
ロ
シ
ア
の
ナ
ホ
ト
カ
に
連
行
さ
れ
た
第
三
十
八
吉
丸
の
乗
組
員
十
名
の
健
康
状
態
等
安
否
に
つ
い
て
、
外
務

省
は
把
握
し
て
い
る
か
。

八

本
年
一
月
二
十
九
日
、
第
三
十
八
吉
丸
を
所
有
す
る
日
吉
水
産
の
岩
田
慎
介
社
長
が
外
務
省
で
中
曽
根
大
臣
と
面
会
し
、

一



乗
組
員
十
名
全
員
の
無
事
帰
国
等
を
ロ
シ
ア
側
に
働
き
か
け
る
こ
と
を
求
め
る
要
望
書
を
手
渡
し
た
と
承
知
す
る
が
、
中
曽

根
大
臣
と
し
て
右
の
岩
田
社
長
の
要
望
に
ど
の
様
に
応
え
る
考
え
で
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

九

「
拿
捕
事
件
」
と
類
似
し
た
、
我
が
国
の
漁
船
が
ロ
シ
ア
国
境
警
備
局
等
ロ
シ
ア
当
局
に
拿
捕
さ
れ
る
事
件
の
過
去
十
年

間
に
わ
た
る
発
生
件
数
に
つ
き
、
年
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
た
い
。

十

過
去
十
年
間
に
わ
た
り
、
日
ロ
関
係
は
ど
の
様
に
推
移
し
て
き
た
と
外
務
省
は
認
識
し
て
い
る
か
。
日
ロ
間
の
信
頼
、
友

好
は
深
ま
っ
て
き
た
と
外
務
省
は
認
識
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


